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科学技術イノベーション創出に向けた大学フェローシップ創設事業

フェローシップ制度の趣旨と概要

「スマート社会を牽引する共創型X-Care課題解決アーキテクト養成」

「南部・アインシュタイン フェローシップ」

「マテリアルイノベーションを通した国際的博士人材育成」

事業実施運営委員会委員長
国際基幹教育機構

松 井 利 之
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論文の筆頭著者の約２割を占める博士後期課程学生は、先端研究の現場の重要な担い手 で
あるとともに、次代の科学技術・イノベーションを担う貴重な存在です。今後、高度人材
の獲得競争が激化する中で、修士課程から博士後期課程に進学する優秀な人材の確保が 不
可欠です。

しかし、近年、博士後期課程における経済的な不安と研究者としての将来のキャリアパ
スが不透明であることが相まって、我が国では、博士後期課程に進学する学生が減少し、
博士号取得者数も、主要国の中で唯一減少傾向にあります。

また、優秀な学生が研究の世界に失望し、研究者を志望しないとの厳しい指摘も多く、我
が国の将来の科学技術イノベーションの空洞化が強く懸念されております。さらに、新型
コロナウイルス感染症の拡大による博士号取得の遅れや研究環境、経済状況の悪化により、
博士後期課程学生の状況はさらに深刻化されることが見込まれるところ、この危機的状況
を打開するためには、博士後期課程学生への支援の在り方を根本から変えていく必要があ
り、大学のシステム改革と連動した対策が急務です。

このような背景を踏まえ、修士課程から博士後期課程に進学する優秀な人材の
確保を図 るため、将来の我が国の科学技術・イノベーション創出を担う博士
後期課程・博士課程学生の処遇向 上とキャリアパスの支援を、全学的な戦略
の下で一体として実施する大学への支援を実施 します。

事業の背景・目的（文部科学省）
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プログラム実施に当たっての基本的方針

博士前期課程から博士後期課程に進学する優秀な学生を増加させ，研究力強化支援とキャリアパ
ス支援を体系的に実施し，社会に求められる博士人材を輩出する．

本制度を今後研究型大学に標準実装される機能と捉え，大学全体の研究推進と戦略的な外部資金
の獲得，優秀な若手研究人材の育成・輩出の促進による地域貢献を加速させ，公立大学としての
ステータスを上げるための取り組みと位置付ける．

博士課程

学生数の

増加

研究推進力

の強化

外部資金

の獲得

フェローシップ制度が生み出す正の循環
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我が国が目指すべき Society 5.0 の未来社会像

「持続可能性と強靱性を備え、国⺠の安全と安⼼を確保する
とともに、一人ひとりが多様な幸せ（well-being）を実現で
きる社会」 ・ ・ ・ ・ SDGsの実現

「信頼」や「分かち合い」を重んじる伝統的価値観

その実現に向けて，

「総合知による社会変革」と「知・人への投資」

・自然科学と人文・社会科学の融合によりもたらされる多様な知

・これらを担う人材の育成

イノベーション創出人材

第6期科学技術・イノベーション基本計画
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